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基地跡地公園・シンボルロードに関する

管理・運営の考え方について

１．基本的考え方
○基地跡地暫定利用広場「朝霞の森」における市民参加・協働の一連のプロセスを踏まえ、

市民等を交えて供用開始前の段階から利用方針、ルール等を検討し、供用開始後も市民

等が主体的に管理・運営を担っていく「使いながらつくる、つくりながら考える」方式

を公園・シンボルロードの管理運営においても展開していくことを基本とします。

○ただし、諸事情により市民等が主体的に管理・運営を担うことが困難な場合には、市民

等の意見を聴きながら、他の都市公園等と同様に市の直営による管理・運営や指定管理

者制度の導入等を検討するものとします。

２．市民協働
○「使いながらつくる、つくりながら考える」方式を基本に、市民等と市が協働で公園・

シンボルロードの管理運営を行っていくため、公園・シンボルロード全体の管理・運営

に関わる組織体と、公園・シンボルロード内で行われる個別活動（例：プレーパーク等）

を担う組織が連携し、市（公園管理者）や地域と連携する体制を目標とします。

○より多くの市民が公園・シンボルロードの管理・運営に関わることのできる機会を増や

すことで、担い手を育成していくため、イベント的に参加可能なボランティア活動の機

会を設けることや、市民等が担い手となって実行するプログラムの企画を募集・実施す

る仕組みづくり等を検討します。

市民協働のイメージ（例）

資料３

管理・運営組織

市
（公園管理者）

全体の管理・運営に
関わる組織体

個別活動を

担う組織
個別活動を

担う組織

個別活動を

担う組織

連携
連携 連携

イベント的なボランティア
活動機会

市民等が担い手となって
実行するプログラム企画

市民

参画 参画

担い手育成につながる

仕組みづくり

協働



2

３．民間活力との連携
○公園・シンボルロードの魅力や価値を高めていくため、公共性の確保を前提としつつ、

必要に応じて民間活力を活用した施設の整備、管理・運営を検討します。

○民間活力の具体的な導入手法として、次の方策を検討し、実現をめざします。

１）市民主体の管理・運営組織について、公園の一部エリアの指定管理者を担うこと

ができる法人化（ＮＰＯ法人等）をめざす

２）民間が運営する収益施設を誘致し、収益の一部を公園整備、市民主体の管理・運

営活動に還元する仕組みを構築する

（想定する導入エリア）

中央広場、市道 643号線に沿ったエリア（カフェ、コンビニ等）
朝霞の森、公園南側の樹林地等 （バーベキュー施設等）

＜参考事例＞

民間活力を活用する取組例 活用を検討する制度例

カフェ等の施設の導入
・都市公園法に基づく設置許可・管理許可

・Park-PFI制度
公園・シンボルロードの管理・運営 ・指定管理者制度

収益施設の設置・管理

公園名 施設概観 制度等

東京都豊島区

南池袋公園

レストラン

管理許可
建物整備 ：豊島区

内装、運営：民間事業者

運営事業者は、建物使用料を

区に納めるほか、売上げの

0.5％を地域還元費として、地
域主体の運営組織に寄付

建物には、トイレ、区の防災

備蓄庫を併設

長野県小諸市

大手門公園

「停車場カフェ」

（出典：NPOこもろの杜ホームページ）

指定管理者制度、管理許可
整備段階のワークショップメ

ンバーが NPOを立ち上げ、
「市民ガーデンエリア」の指

定管理者として管理運営を受

託
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収益施設の設置・管理

公園名 施設概観 制度等

富山県

富岩運河環水公園

スターバックス

設置許可、管理許可
県は土地使用料として年間

7,300円/㎡を設定（スターバ
ックスからは 230万円程度
を収受）

ただし、公園の整備、管理運

営に充当する特定財源化ま

では行っていない※

※参考文献：「都市の骨格を創りか

えるグリーンインフラ －緑地

への投資効果を探る－」（平成 29
年 4月 日本政策投資銀行）

横浜市

小菅ケ谷北公園

バーベキュー

施設

（出典：株式会社ハローフィールドホームページ）

指定管理者制度、管理許可
市から指定管理業務を受託し

た事業者が、専門の事業者に

バーベキュー施設運営を委託

収益の一部を公園利用者等に

還元（詳細は、公園管理者と

指定管理者の協議により決

定）

イベント等による活用

公園名 制度等

東京都豊島区

池袋西口公園

活用協議会

社会実験協定（区⇔協議会）

使用許可、許可（区⇔イベント主催者）
・ＮＰＯ法人池袋西口公園活用協議会は、パークマネジメントによって地

域の魅力を発信することなどをめざし、地域団体（町会、商店街等）、

企業（百貨店・鉄道事業者等）、行政等により構成

・区は、活用協議会が社会実験協定を締結

・活用協議会は、イベントの企画申し込みに対する内容の審査、実施サポー

トを実施

・イベント主催者から活用協議会に支払われた協賛金を公園のハード・ソ

フト整備に充当

（出典：池袋西口公園活用協議会ホームページ）
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４．今後の進め方
○シンボルロードの第１期整備に着手する平成 30年度以降、すみやかにシンボルロードの
第１期整備区域の管理運営について市民等の意見を伺う組織体を発足させます。

○組織体における話し合い等を踏まえて、シンボルロードの第１期整備が完了する平成 32
年春に向け、利用方針、ルール等を検討するとともに、市民等が関わる管理・運営体制

の構築を目指します。

○シンボルロードの第１期整備が完了する平成 32年春に向け、市民の関心を高めていくた
め、組織体等を通じて市民等からの提案をいただきつつ、公園・シンボルロードの愛称

募集、広場を使ったプレ・イベントの開催等の取組を進めます。

○市民等が関わる管理・運営の取組は、平成 32年春以降の活動状況や活動する市民の意見
等を反映して随時見直しながら進めていくことを前提に、シンボルロード第２期整備及

び公園第１期整備において、民間主体の管理・運営組織の法人化、民間活力を活かした

収益施設導入の実現に向けた検討を進めます。

2020

（平成 32）年春

2018

（平成 30）年度

シンボルロード

暫定供用

第１期整備区域の管理運営について

市民等の意見を伺う組織体発足

2019

（平成 31）年度

市民等が関わる管理・運営体制の構築

・利用方針、ルール等の検討

・整備後の市民協働による管理・運営体制の検討

・シンボルロード暫定供用に向けた市民協働の取組

の検討

市民の関心を高める取組の実施

例）愛称募集

広場を活用するプレ・イベント等

シンボルロード

第１期整備

活動の実施

継続的な見直し

市民協働による

管理・運営組織の

法人化

市民、民間活力を活かした管理運営

民間収益施設の導入

に向けた市場調査等

～2025

（平成 37）年

ごろ
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ロード
第２期
整備 公園

第１期
整備

第 2期整備以降と公園
の整備の内容・スケジ
ュール等の確認

民間活力を活かした

収益施設の導入


